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個人情報の取扱いについて 

(1) 本学では、ご提供頂いた個人情報を、入学試験の運営、履修登録、単位認定、各種手続き、

学生生活全般に関する指導、キャリア形成支援、施設利用、資料の発送、大学からのご連

絡・通知、成績発表、資格試験等合格者の公表、統計的な集計等の目的に利用させていた

だき、上記の目的以外には利用しません。 

(2) 本学は、受験生の方々から提供を受けた個人情報を学校法人東放学園大学個人情報保護規

定に従い、厳重な管理の下で、管理・保管をし、受験生の方々の個人情報が第三者に漏洩

しないようにいたします。 

(3) 本学に出願しようとする方は、上記の記載内容に同意した上で出願してください。 
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入試委員会より入学志願者の皆様へ 

 

この度は、映画専門大学院大学に興味をお持ちいただきありがとうございます。最初に、出

願書類作成に当たってのポイントをお伝えします。 

 

専門職大学院では、そこで修得した知識やスキルを、高度職業人として実際の仕事で活かし

て行くことを目的としています。修士号を取得した時点では、まだ半分の目的しか達成して

いません。仕事に就き、将来にわたって大学院で学んだことを活かし、それぞれの分野でリ

ーダーとなっていただくことで、残りの目的を達成したことになるのです。 

 

入試委員会は、あなたがこの目的を達成できるかどうかを知りたいのです。出願書類は、あ

なたの学力や職歴を見るためだけのものではありません。あなたの個性や、あなたが発信し

ようとしているものを知る手がかりであり、またなぜ本大学院で勉強することを決心したか、

将来、どのような仕事をしていきたいか、そのために努力を惜しまないか、そして、時には

ひとりで、時にはさまざまな人たちと協力しながら、決断し、実行し、目的を達成していけ

る可能性を持っているか、などを見るためのものです。 

 

従って、何故、本大学院で学びたいのかを、自分自身に確認し、あなた自身のことを最大限

表現しながら、明瞭簡潔に願書を作成してください。入試委員会が、限られた時間と情報を

使って、あなたのことをよく知ることができるよう、ご協力ください。 



学校法人東放学園大学 映画専門大学院大学 

 映画プロデュース研究科 映画プロデュース専攻 

 平成 23 年度（2011 年度）入学生募集要項 （一般入試用） 

 

映画専門大学院大学                                                                        

 
4 

学位及び修了要件 

１．学位名称 

映画プロデュース修士（専門職）  

 

２．36 単位以上の修得をもって学位が授与されます。 

 

３．標準修業年限  

 標準修業年限は 2 年で、4 年を越えて在学することはできません。 

  

 

募集定員 

研究科名 専攻名 課程名 募集定員 

映画プロデュース研究科 映画プロデュース専攻 専門職学位課程 75 名 

 

入試日程 

 一般入試日程 

合格予定定員 10 名 20 名 20 名 15 名 10 名 

出願受付期間 

（必着） 

第 1 期 第 2 期 第 3 期 第 4 期 第 5 期 

2010/ 

7/5~7/26 

2010/ 

9/21～10/21 

2010/ 

11/24～12/8 

2011/ 

1/11～2/4 

2011/ 

3/1～3/23 

書類審査期間 願書到着次第随時 

筆記・面接試験 

予定日 
7/30・31 10/29・30 12/17・18 

2011/ 

2/17・18 

2011/ 

3/25・26 

合否発表期間 面接試験日より 2 週間以内 

第一次手続締切日 8/6 11/12 2011/1/12 2011/3/4 2011/3/29 

第二次手続締切日 8/27 12/3 2011/2/2 2011/3/25 2011/3/29 

 

    

注１）留学生入試については、別途留学生入試用の募集要項を御参照下さい。 

注２）第１次入学手続締切日までに入学申込金 250,000 円を納付して下さい。第２次入学手続完了後に入

学金に振り替えます。第２次入学手続締切日までに授業料、施設設備費を納付の上、必要書類を提

出して下さい。詳細は、合格者に送付される「入学手続きについて」を参照してください。 

注３）選考経過についての電話、メール、Fax などによるお問い合わせには応じられませんのでご了解下

さい。 
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出願資格 

本研究科に出願できる者は、以下の１）～６）に該当する者とします。 

留学生の方は、留学生入試用募集要項を御参照下さい。 

 

１）映画、もしくはテレビ、アニメ、ゲーム、ブロードバンド、音楽、出版等のコンテ

ンツプロデュースなど創造性を必要とされる分野への興味があり、それを 職業選

択の重要な理由要件と考えている者 

２）上記の分野で作品を世界的商品とするための知識に加え方法論やマネジメント ス

キルを修得したいという高い志のある者 

３）上記の目標達成のために必要な基礎能力を持つか、修得するための努力を惜しまな

い者 

４）将来において、各業界のリーダーとなりうる資質を備えている者 

５）入学年の4月1日現在で、満22歳以上の者 

６）上記１）～５）を満たし、かつ下記のいずれかの条件に該当する者 

①大学の課程を卒業した者および、2011年3月卒業見込みの者 

②外国において、学校教育における16年の課程を修了した者 

③外国の学校が行う通信教育における授業科目をわが国において履修することにより当該

外国の学校教育における16年の課程を修了した者 

④本学が大学を卒業したものと同等以上の学力があると認めた者 

⑤その他、本学が顕著な業務歴・職歴・職務歴などを持つと認めた者 

 

出願手続 

１．出願方法 

上記所定の出願受付期間内に、下記のすべての出願書類をひとつの封筒に入れ、封筒の

表に朱書きで「願書在中」と記し、配達証明のある方法で郵送にて本学に必着させて下

さい。大学院に直接持参したものについては、いかなる理由があっても受付けません。 

 

２．入学検定料 

入学検定料 35,000 円 

振込み名義人は出願者と同一として、以下の銀行口座に振り込み、振り込みを確認出来

る書類（例えば、ATM の利用明細のコピーなど）を出願書類に同封してください。 

 

 

 

 

 

三菱東京 UFJ 銀行 新宿西支店 

店番：０５５  種別：普通口座 

口座番号：１７６９９４７ 

名義：学校法人 東放学園大学 

（読み仮名： ガク）トウホウガクエンダイガク） 
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３．出願書類 

提出書類 摘   要 

入学願書 

本学所定用紙を使用し、所定の事項を記入して下さい。氏名につ

いては、戸籍／パスポートと同一文字とし、連絡先は確実に連絡

の取れる所を記入して下さい。 

課題（小論文、コンテンツ作品、プレ

ゼンテーションから１つ） 

「提出課題について」（8 ページ）を参照の上、紙媒体、一般的な

DVD メディア、miniDV テープ、VHS テープで、郵送可能なもの

について提出して下さい（部数＝１部）。 

大学以上最終学歴までの卒業(又は卒

業見込み)証明書および成績証明書 

※ 高校および、専門学校卒の方は当

該機関の卒業証明書 

出身大学の成績証明書は、原則として、最近３カ月以内に発行さ

れたものとします。学部・学科に在学中の人は、現在履修中の科

目がわかるもの（履修届の写し等）も必ず提出して下さい。 

出身大学の卒業証明書又は卒業見込証明書は、原則として、最近

３カ月以内に発行されたものとしてください。成績証明書に、卒

業又は卒業見込であることが記載又は証明されている場合は、提

出不要です。 

返信用封筒 

角型２号封筒（A4 サイズ）に返信先を明記し、440 円(簡易書留)

分の切手を貼付して下さい。書類選考の結果等を送付するときに

使用します。 

※ 海外への郵送希望の場合で､日本の切手を返送用として送付

できないときは､郵便局にて国際返信用切手券(International 

Reply Coupon)を購入し、返信用切手として送ってください。  

返信用切手が返信時の送料に満たない場合は、重要書類等を送付

できないことがありますので、国際返信用切手券は多めに送付し

てください。未使用の国際返信用切手券はお返しします。 

職務経歴書 
職務経験のない方は提出不要です。 

詳細は 9 ページを参考にして下さい。 

入学検定料振込を確認できる書類 
例えば、ATMの利用明細のコピー、ネットバンキングの振込完了

ページのコピーなど。 

英語及び数学検定試験の成績証明書 
英語及び数学予備講座免除希望者は、その成績証明書を提出して

下さい。詳細は 9 ページ以降を参考にして下さい。 

 

４．出願書類送付先 

〒151-0071 

東京都渋谷区本町 3-40-6   

映画専門大学院大学 事務局入試係  

03-5365-3399 
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入試要項 

１．選考方法 

書類審査、課題審査及び、面接試験にて合否を判定します。 

面接試験は、書類審査・課題審査に合格された方に行います。 

＊ 課題として紙媒体以外の作品を選択された方、または課題としてプレゼンテーション

を選択された方については、課題審査と面接試験を同時に実施する場合があります。 

   

尚、順次合格者を決定するために締切り前でも定員に達し次第、入学者を締切ることが

あります。出願に際しては本学ホームページでご確認下さい。     

 

２．試験日程 

上記所定の書類審査期間、及び、面接試験期間にて実施致します。 

 

３．選考基準 

入学願書は総合的に判断されます。書類審査（課題審査含む）の過程では、学力・職歴・

社会活動・動機・目標の実現性や、潜在的なリーダーシップ・指導能力などを総合的に評

価した上で決定致します。従って、出願書類は、ご自身の持つ能力や実績が充分に反映さ

れるよう、注意を払って作成してください。 

 

４．面接試験会場 

映画専門大学院大学校舎 

面接日時については、Email 又は電話等でお知らせ致します。 

 

入学金、授業料等の学生納付金 

 

 １年次 ２年次 計 

入学金 250,000 円  250,000 円 

授業料 1,000,000 円 1,000,000 円 2,000,000 円 

施設設備費 100,000 円 100,000 円 200,000 円 

合計 1,350,000 円 1,100,000 円 2,450,000 円 

予備講座費「英語 10,000 円」、「数学 10,000 円」が必要となる場合があります。詳細については 

合格通知の際にご連絡いたします。 

※分納もあります。 
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奨学金について 

映画専門大学院大学独自の奨学金制度（給付） 

 

① 学修奨励奨学金 

本学の１年次に入学する者で、当該年度の入学者選考試験における成績及び人物評価に

秀でた者。入学年度の授業料（100 万円）の 50％相当額 50 万円が入学年度と次年度に

2 分割されて減免される。 

 

② 優秀奨学金 

毎年度末の修了判定後に前期未修了者も含めた当該年度修了確定者のうちから、成績優 

秀者に給付する。 

当該年度の授業料の 10％相当額を給付する。 

 

③ 優秀コンペ奨学金 

A：学内コンペティションで最優秀の評価を得た個人又はグループに、その決定から 3

ヶ月以内に 30 万円給付する。 

B ：本学一部スペースの使用許可。（A のみの給付も認める） 

 

④ 東放学園出身者奨学金 

学校法人東放学園の設置校出身者で本学入学資格を満たす者 

入学金相当額 25 万円が第 2 次入学手続きの際、減免される。 

 

 

独立行政法人日本学生支援機構の奨学金制度（貸与） 

 

公的奨学金「独立行政法人日本学生支援機構」の適用大学ですので、応募することが出

来ます。但し、収入基準・定員枠があります。（こちらは貸与奨学金で 2 年間修了後、

返還義務が有ります。） 
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入学願書作成の注意点 

入学願書はプリントアウト後、黒字のボールペンを使って楷書で記入してください。 

尚、小論文、職務経歴書は作成要領に従い、ワープロで作成してください。 

提出課題について 

以下の１．小論文、２．コンテンツ作品、３．プレゼンテーションから１つを選択し、提出

して下さい。 

 

１．小論文（３題から１題を選択し解答） 

解答は、ワープロ打ちで A4 用紙 1 枚以内にまとめて提出してください。また、各ページ

の右上に小論文の問題番号と氏名を記入してください。 

 

書式は次のように設定してください。 

Microsoft Word 使用の場合、文字サイズ〈フォント〉10.5、余白上 35 ミリ、下 30 ミリ、

左右 30 ミリ、行間隔は「行間１」として下さい。行間の設定はツールバーの「書式」→「段

落」→「インデントと行間」→「間隔」と進んでください。 

Microsoft Word 以外のソフトを使う方はこれに準じてください。 

 

 

小論文問題  

   添付の小論文問題を御参照下さい。 

 

 

２．コンテンツ作品（下記より１つ提出） 

 今までに作った映像作品、ゲーム作品、シナリオ、絵コンテ、文章（小説・エッセイ）な

どを提出して下さい。その際、紙媒体、一般的な DVD メディア、miniDV テープ、VHS テ

ープで提出できるものについては、入学願書に同封して提出して下さい。映像作品・ゲーム

作品で上記媒体にて提出出来ないものについては、作品の概略・パンフレットなどを提出し

て下さい。作品の未発表・既発表は問いません。 

映像作品・ゲーム作品など紙媒体以外の作品については、後日持参していただき、上映・

再生していただきます（日程は書類受理後通知いたします）。 

※ 送付物や、持参する際の媒体についての詳細は御問い合わせ下さい。 

※ 提出された作品等については返却致しませんので、必ずコピーを提出して下さい。 

 

３．プレゼンテーション 

 現在お持ちの映画・映像コンテンツ、デジタルコンテンツやビジネスに関連する企画・構

想についてのプレゼンテーションを実際に行っていただきます（日程及び場所等については
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書類受理後通知いたします）。入学願書送付の際に、プレゼンテーションの概略（パワーポ

イントのプリントアウト、要旨など）を提出して下さい。 

※ 提出されたプレゼンテーションの概略については返却致しませんので、必ずコピーを提

出して下さい。 

職務経歴書の作成要領 

職務経験のない方は提出の必要はありません。職務履歴書の様式は下記を参考に作成して下さ

い。 

・ Ａ４用紙を使用すること 

・ フォントのサイズは 10～11 ポイントにすること 

・ 左右のマージン(余白)は充分に取ること 

・ 右上に名前とページ数を入れること 

 

大学入学以降のアルバイトや社員経験、短期雇用などすべての仕事経験を現在からさかのぼっ

て記入して下さい（最近の仕事から、書き始めてください）。また、下記の内容を必ず含めて

下さい。 

・ 雇用者の名前（会社名等） 

・ 雇用形態 

・ 雇用期間 

・ 勤務先の所在地（都道府県、海外の場合は都市名） 

・ 仕事内容 

・ 退職理由（1 行程度） 

 

     

英語・数学検定試験の成績（スコア）提出による予備講座の免除

について 

修士課程での学習効果を高め、国際ビジネスに通用するスキルの修得のために、英語と数学の

基礎能力は非常に重要です。そのため、映画専門大学院大学では、英語・数学の予備講座（有

料）を開設し、本学での学習に支障のない内容を復習する機会を用意しております。 

 

ただし、自身がこのレベルの能力を有していると考える方は、英語・数学の予備講座の受講の

免除制度を利用することが可能です。時間的・経済的節約のためにも、以下に該当する方は、

ぜひ、免除の機会を利用して下さい。 

 

 

英語予備講座・免除対象者 

１．英語を母国語とする方 
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２．英語圏での高校・大学を卒業した方 

３．その他、英語を職業としている方など、本学での学習に支障がないことを証明でき

る方（証明書添付） 

４．以下に記す、各種検定試験の成績を提出し本学での学習に支障がない学力があると

認められた方 

数学予備講座・免除対象者 

１．大学・大学院課程での数学を必要とする分野を修了された方 

２．財務アナリストなど、職業上で数学を使う機会のある方 

３．その他、本学での学習に支障がないことを証明できる方（証明書添付） 

４．本学で数学の判定試験（無料）を受けて合格した方 

５．以下に記す、各種検定試験の成績を提出し、本学での学習に支障がない学力がある

と認められた方 

 

検定試験の成績を提出し、本学での学習に支障がないと認められた場合、各予備講座の受

講を免除します。数学に関しては、提出しても免除が認められなかった場合、及び上記の

免除項目を証明することができなかった場合、入学後に講座の受講を判定する試験（無料）

によって、免除の決定をします。 

 

 

検定試験については広く受け付けますが、以下のリストにないものは事前にご相談下さい。 

１）英語 

・英検 

・TOEIC 

・TOEFL 

・GRE 

・GMAT 

 

２）数学 

・計算能力検定試験（１級） 

・実用数学技能試験（２級以上） 

・GRE 

・GMAT 
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その他 

１．入学金（又は入学申込金）は、いったん納入後はいかなる理由があっても返還しませ

ん。授業料、施設設備費は、2011 年 3 月 31 日(木)迄に所定の用紙にてお申し出があった

場合に返還します。詳しくは、合格時に送付される入学手続案内に従ってください。 

 

２．願書受理後の書類記載事項の変更は認めません。 

 

３．出願のため提出した書類・作品及び検定料は返却しません。 

 

４．出願書類に事実と異なる記載がなされていた場合、選抜試験において不正な行為が  

あった場合は、入学後であっても合格を取り消すことがあります。 

 

５．1 科目から学べる科目等履修生制度を実施します。正規学生の履修の妨げにならない

範囲で、開設される講義科目のなかから前期および後期、それぞれ履修することができ

ます。詳細は科目等履修生募集要項をご参照下さい。 

  又、単位認定を必要としない方の為に、試験やレポートなどが課されない聴講生制度

も実施しております。詳細は聴講生募集要項をご参照下さい。 

 

６．予備講座対象者は英語・数学の予備講座の受講費が別途必要になる場合があります。 

 英語は免除希望者に提出いただく英語検定試験の成績により、数学は免除希望者に提出

いただく数学検定試験の成績又はオリエンテーション初めに行う判定試験（無料）の  

成績より各予備講座免除の有無をご連絡いたします。 
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お問い合わせ先 

映画専門大学院大学の内容、出願方法、選考方法などについてのお問い合わせ、個別相談

は下記にて受け付けています。 

 

〒151-0071 

東京都渋谷区本町 3-40-6 

映画専門大学院大学 事務局入試係  

電話 03-5365-3399（火～土 10：00～18：00） 

FAX 03-3370-2223 

 

URL  http://www.toho-univ.ac.jp 

Mail  admission@toho-univ.ac.jp 

 

 

     

      A2 3  

     

       

http://www.toho-univ.ac.jp/
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添付   

一般入試用小論文問題 

 

以下の問題１から問題３のうち１つを選び、設問に解答しなさい。 

 

問題１ 

次の課題文を読み、設問に解答しなさい。 

 

さて、映像文化が今日においても、二十一世紀以降においても活字文化を超え、活字文化をも

総合する伝達形態をとり、その中心的な文化的位置を担うであろうことは現在の科学技術の急速

な進歩からみればそれほど時をまたないだろう。記録映画について、しぼっていってみれば、そ

れが単なる映画芸術の一ジャンルの文化的な歴史遺産であるにとどまらず、そのすぐれた記録性、

具象性は時とともに、歴史的な貴重な証言、目撃、時代の軌跡としてのドキュメント（資料）と

なる側面をもっている。 

六六年、草月ホールの主催で「世界前衛映画祭」と称して、フランスのフィルムライブラリー

所蔵のフィルムをはじめ、欧米各国の前衛映画や記録映画が系統的に一挙に上映された。私は外

国の映画史などでその名をしっていたが、作品をみていなかった数多くの作品に初めて接して感

銘した。 

そして、はかりしれない創造的な啓発と刺激や作家たちの鮮烈な時代精神とその尖鋭な映像表

現から学びとるものが多かった。その時、私はわが国にもこれくらいの外国の代表的作品をあつ

め、わが国の記録映画、劇映画、アニメーション映画、前衛映画などの代表的な作品を系統的、

編年史的に網羅した本格的なフィルムライブラリーがあれば、映画作家にとって、これから映画

やテレビに取り組もうとする若い人々にとっても、また、一般の人々にも映像表現のさまざまな

世界とその味あい方を伝えられるだろうと思った。私は美術館や博物館の充実もよいが、同程度

のフィルムライブラリーの整備をやってもらいたいと、常に願っている。わが国の文化行政の救

い難い文化意識の低务さを払拭してもらいたいものである。 

だが、フランスのすばらしいフィルムライブラリーが、映画をこよなく愛し、映画芸術を深く

理解した一人の民間人、アンリ・アングロアが多くの私財と長い年月をかけて整備、完備したこ

とを思うと、官僚的な事なかれ主義や常識的な事務官僚のセンスでは複雑多岐な映像文化を把握

することはできないだろうと思う。アングロアのような全生涯をかけた情熱を傾倒できないと思

う。わが国のフィルムライブラリーの蒐集活動はすでに時期を逸した感がある。でも、民間人レ

ベルの各文化ジャンル、諸学界の映像を解する有識者によって蒐集委員会でもつくって促進する

しかないのではなかろうか。こんな提案を私がするのは映像作品は文章で語れない表現内容をも

っており、最終的には「見る」以外になく、見ることによって伝えられる。見ることは多様なジ

ャンル、さまざまな映像表現の世界の広さとその魅力を発見する機会である。そうした意味で、

この私の映画史が「見る」ための一つ覚え書、一つの参考的案内書であるようになれば幸いであ
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ると思っている。 

私が敬愛する映画作家の一人であるジャン・デュック・ゴダールが、まだ演出者になる前、さ

きにふれたアングロアのフィルムライブラリーにでかけて、サイレント時代の映画、とくに初期

のドタバタ喜劇映画を熱心にみつづけていたという。彼の第一回作品といえる「勝手にしやがれ」

（五九年）で、彼はアクションのピークを切りとったカットをたたみかけ、彼の表現意図に即し

た新鮮なイメージをうみだしていたシーケンスがあった。その手法はドタバタ喜劇時代の映画カ

メラの機能の限界的な表現を活用した手法であるが、それをゴダールは彼の表現のなかに見事に

反転、止揚によって新生していた。その後のゴダールの作品には随所に原初的な映画がもってい

る映像の原点的表現を掌中に収め、物質化した現代を切り裂く彼の独自で鋭利な主題展開の表現

手法のなかに、まことに生気にみちた斬新、鮮烈な手法として有機的にいかされていた。 

また、ピーター・フォンダが製作、主演したポッパーの「イージーライダー」（六八年）やエ

ルマンノ・オルミの「木靴の樹」（七八年）などをみると、ともに現代が当面している切実な歴

史的課題に挑んでいる。私は強い感動をうけた。近来の傑出した映画作品であると思った。と同

時に、その表現の新鮮さ、重厚さは彼らの現実への真摯なアプローチに強くささえられていると

ともにおのおの独自な歴史的な文化風土にしっかりと根ざし、そこからしか滲みでてこない、血

のかよった表現感覚の新鮮さと独創性に外ならないと思う。それは単なる思いつきや新奇を衒っ

た手法、また寄木細工のように、あちこちの目新しそうな表現手法をかきあつめた、まるでお粗

末なショウウインドのような質の低い表現とは無縁のものである。 

ホッパーの作品は現代アメリカのうんだ、アメリカ人の作品である。オルミの作品は現代イタ

リアのうんだ、イタリア人の作品である。ゴダールも同じように、現代フランスのうんだ、フラ

ンス人の作品であることでゴダールの作品である。 

フィルムライブラリーはそうした諸国、諸民族の文化の独自性、固有性の上に立った彼等のよ

うな創造的作品に接するとともに、わが国の映像文化の歴史の道筋とその独自性と固有性を発見

させてくれる重要な役割を持っている。くりかえしていうが、私はわが国のフィルムライブラリ

ーの拡充と系統的な蒐集整備、その積極的上映公開活動が一日も早く活発に開始されることを願

っている。それはわが国の映像文化の発展のために、万巻の映像文化の歴史書にまさるものであ

ると思う。 

（出典：野田真吉『日本ドキュメンタリー映画全史』現代教養文庫 1095、社会思想社、1984 年） 

 

【設問】 

「フィルムライブラリー」をめぐる筆者の主張は、1984 年に発表されたものである。この主張に

対して、現在を生きるあなたは、どのような意見を持つだろうか。自由に論じなさい。 

 

 

問題２ 

次の課題文を読み、設問に解答しなさい。 

 

家庭映画館、あるいは映像ラジオ 
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 『オックスフォード英語辞典』によれば、television という言葉は 1909 年に技術用語として登場

した。「遠く離れたものを見る」という新造語は、ドイツ語の Fernsehen も同様である。1910 年代

に各国でテレビの研究開発は急ピッチで進んだが、ブラウン管を使った今日の電子式テレビは、1933

年 6 月 RCA のウラジミール・ツヴォリキンの撮像管アイコノスコープ発明により実用化された。ち

なみに、「テレビ」は和装略語であり、欧米では「TV」と略称される。最初の定期的なテレビ放送は

1935 年第三帝国の首都ベルリンで開始され、翌 1936 年のベルリン・オリンピックの中継放送によ

って一躍注目を浴びた。しかし、テレビ開発で世界をリードし、第二次大戦後にテレビによるグロー

バル・ヘゲモニーを確立したのは、やはり映画とラジオの覇権国アメリカであった。 

 「家庭映画館」とも喧伝されたテレビは、メディア事業としての連続性からいえば、むしろ「映像

ラジオ」として放送史上に位置づけられる。集団視聴の映画が何より視覚の集中を求めたのに対して、

テレビは発話に支配されたラジオとの類似性を示した。今日でもテレビは「ながら視聴」されること

が多いし、議会中継や国民的イベントはラジオとテレビで同時に中継されてきた。クイズやワイドシ

ョーのように、いつスイッチを入れても楽しめるように構成されているテレビ番組の多くは、ラジオ

番組の応用であった。 

 

活字／スクリーン／ブラウン管の視線 

 アメリカでテレビ受信機の普及が本格化した当時、デイヴィド・リースマンは『孤独な群衆』（1950）

で、「伝統指向型→内部指向型→他人指向型」の性格類型を、「宗教儀礼→活字→テレビ」という社会

化メディアの変化で説明している。人間の理想像を合理化して提示できた活字時代の市民は、テレビ

時代に「孤独な群衆」となった、というわけである。 

 黙読中心の内部指向的な活字の視点からは、日常世界を二次元的な「光点のモザイク」として編成

するブラウン管そのものが批判の対象とされた。つまり、網目構造に組織化された映像に囲まれるこ

とで、大衆はますます均質化・画一化された視覚的感性の形成を余儀なくされる、と考えられた。映

画スクリーンの延長線上に『1984 年』（1949）の監視体制を描いた小説家ジョージ・オーウェルに

とって、ブラウン管は権力者の「目」の外延であった。 

 しかし、映画とテレビでは光源と視線の位置関係が逆転している。映画の観客は背後の光源から前

面のスクリー-ンに視線を誘導されるが、テレビ視聴者の視線はブラウン管という光源と直接対面し

ている。その意味で、テレビは視聴者にとって外部として存在しており、映画の観客よりも主観的な

反応を引き起こしやすい。それゆえ、マクルーハンにとってテレビは感性中心のクールな（参与性の

高い）メディアだった。 

 

娯楽文化とリアリティの新編成 

 広告媒体としてテレビを最初からライバル視した新聞はもとより、出版や映画などメディア全体が

テレビ普及によって変質した。とりわけ、観客動員数で絶頂にあった 1940 年代末の映画は、テレビ

の登場によってわずか数年で壊滅的な打撃を受けた。やがて、テレビ局は映画の放逆権を買い付ける

ことで、「映画のパトロン」になっていった。人々のメディア接触が映画館からテレビのある居間へ

移されたことは、コミュニケーションにおいて私的空間の重要性が増したことを意味した。サーカス

や盛り場など公共空間で展開された民衆娯楽の衰退も、テレビの成功によって引き起こされた。1950
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年代末になると各国とも劇場の観客が減尐し、劇場への動員は「テレビタレント」を招くことでのみ

可能になった。あるいは、ほとんどの有名人がテレビタレントになってしまったといっていい。テレ

ビは興行界や演劇受容のあり方を根本的に変えてしまった。 

 さらにカラー化、ステレオ化、ワイド・ブラウン管、高品位テレビなど技術進歩によって、テレビ

体験は対象の直接的認知にますます近づいた。だが、観客の凝視を要求する閉鎖的で非日常的な映画

館のスクリーンとちがって、生活空間にとけこんで映像環境の一部となるテレビ視聴は散漫なものに

なりやすい。しかも断片化・細分化された番組構成のため、テレビ視聴から物事の全体的な把握は難

しく、集中力は細部と断片へ向けられてしまいがちである。散漫なテレビ視聴が習慣化されると、自

然な知覚と人工的な知覚のいずれがリアルかも曖昧になる。そのため、テレビ視聴をあたかも登場人

物との直接的接触のように感じ、毎日目にするキャスターなどに親近感を抱く人も多い。 

 また、できる限り大量な視聴者のために「世界」を判りやすく構成するため、テレビの情報は単純

なパターンに織り込まれて伝えられる。そのため、テレビ体験は社会的経験の複雑性を減尐させる。

流動化、細分化、分節化が進むシステム社会では、個人が社会の全体性を体験することは不可能であ

る。しかし、テレビはそれがあたかも可能であるかのように思わせてくれる。こうした明快さを追求

すべく、テレビ報道は娯楽ラジオの様式を次々と取り入れていった。実際、大衆社会の政治は記者会

見やイベントで見世物として演出され、はじめて「政治」的問題となる。テレビニュースは「社会的

構成物」（ゲイ・タックマン、1978）であり、政治的事象の解釈粋を示しているにすぎないが、あら

ゆる手管で「現実性」を暗示するため、「構成物」という側面は視聴者に見落とされていることが多

い。そのためリモコン装置を握った視聴者は、テレビの前の自分を自由な選択者と見なしがちである。

テレビは強制することなく接触を通じて共感を引き出すシステム社会のメディアである。また、連続

ドラマが連載小説を、クイズ番組が普遍的教養を模倣したように、テレビは高級文化と大衆文化の要

素を混淆することでその境界を解消し、ポストモダン文化の美的ポピュリズムを促した。映画で形成

され、ラジオで確立した国民的公共性は、テレビというシステム・メディアの登場によって完成した

のである。 

（出典：佐藤卓己『現代メディア史』、岩波書店、1998 年） 

 

【設問】 

問題文で論じられているようなラジオ、テレビ、映画などのメディアの特質と比較したとき、現在

の新しいメディアは、どのような特質を持っているといえるだろうか。問題文を踏まえて自由に論じ

なさい。 

 

 

問題３ 

次の課題文を読み、設問に解答しなさい。 

 われわれの歴史のほとんどにおいて、著作権は一方で大した害もおよぼさなかった。歴史のほとん

どにおいて、作品の商業的寿命が尽きれば、独占権によって抑制される著作権上の使用もなくなった。

本が絶版となれば、出版社から買うことはできない。でも古本屋からは買えたし、古本屋がそれを売

っても―尐なくともアメリカでは―著作権保持者に支払いをする必要はない。したがって、商業的寿
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命が尽きた本の通常使用は、著作権法のおよぶところではなかった。 

 まったく同じことがフィルムについてもいえる。フィルムを修復するコスト―弁護士にかかるコス

トではなくて本物の経済的コスト―は非常に高く、フィルムの保存や修復はまるで現実的ではなかっ

た。すばらしい食事の残飯と同じで、終わったものは終わったわけだ。フィルムの商業的寿命が尽き

たら、しばらく保管されることはあっても、市場での価値がない限りその生命は終わるのだ。 

 いいかえれば、われわれの歴史において著作権は比較的短いものだったが、長かったとしても商業

的価値を失った作品にとっては、それは何の意味も持たなかっただろう。これらの作品の著作権が長

くても、何の妨げにもならなかった。 

 だがこの状況は変わった。 

 デジタル技術の出現による非常に重要な結果として、ブリュースター・ケール［出題者註：1960

年生まれのアメリカのインターネット起業家、デジタル図書館の実践的研究者］が夢見たアーカイブ

の実現があった。デジタル技術のおかげで、今ではどんな知識の保存もアクセス可能だ。本が絶版に

なれば、デジタル化して永久に誰にでもアクセス可能にすることだってできる。フィルムが配給され

なくなっても、デジタル化して永久に誰にでもアクセス可能にできる。デジタル技術は商業的生命を

終えた著作権作品にも新しい命を与えてくれる。今ではこの知識と文化を保存してユニバーサルアク

セスを確保できる。これまでは不可能だったことだ。 

 そしていまや、著作権がその邪魔をする。われわれの文化のデジタルアーカイブを制作するプロセ

スのどれもが著作権の独占権を侵害するのだ。本のデジタル化とは本の複製（コピー）だ。それには

著作権保持者の許可が必要だ。音楽、フィルムその他、著作権で保護されている文化のあらゆる側面

については同じことがいえる。それを構成、研究者、あるいはただ興味がある人のためにアクセス可

能にしようとする努力は、いまや根本的にちがう文脈で書かれた規則群によって阻止されている。 

 期間延長のもたらす害の中心はここにある：いまのテクノロジーでアレキサンドリアの図書館を再

構築することもできるのに、法がその邪魔をするのだ。一方この法は著作権上の有用性には妨げにな

っていない。著作権の目的とは文化を広める商業市場を機能させることだからだ。そうではなくわれ

われが取り上げようとしているのは商業的生命を終えた後の文化だ。この場合、著作権は知識の拡大

にまるっきり役に立っていない。これに関しては、著作権は自由な表現のエンジンなどではない。ブ

レーキなのだ。 

 

（出典：ローレンス・レッシグ『FREE CULTUREðいかに巨大メディアが法をつかって創造性や文

化をコントロールするか』（山形浩生・守岡桜訳）翔泳社、2004 年） 

 

【設問】 

筆者は、知的財産の利用を促進するにあたって、著作権を法的に保護することが阻害となる危険に

ついて文章のなかで述べている。映画や音楽に代表される文化資源の今後の普及のあり方について、

法的・経済的な視点も考慮しつつ、あなたの考えを自由に論じなさい。 


